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春季休業開始、一般入試［前期］・センター試験入試［前期］（～2日）

一般入試［中期］
大学院修士課程入試［後期（一般）］・大学院博士課程入試（一般）
大学院修士課程入試［後期（社会人）］・大学院博士課程入試（社会人）
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一般入試［後期］・センター試験入試［後期］・公募推薦入試［後期］
学位記授与式、卒業祝賀会
第4回オープンキャンパス
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12  december

協学会総会、体育局総会
クラブリーダーズ交流会
奨学生選抜入試
冬季休業前終講
AO入試［後期］、公募推薦入試［中期］
冬季休業開始（～1月4日）
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□土
□火

01  january

冬季休業終了
冬季休業明け始講
大学入試センター試験（～20日）
後期終講
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24
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□土
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2012  12/23 sun
午前の部 10：00～   午後の部 13：30～ 小学3年生～6年生を対象に「応用物理学会 リフレッシュ理科教室」を開催します。当日は本学電気デジタルシステム

工学科の木村尚仁教授が講師を務め、「くるくる踊るリモコンカー」をみんなで製作します。製作前には、モーターの原
理を模型等を使いわかりやすく解説。ものつくりの楽しさを体験してもらう企画です。

●会場 ： 北海道工業大学

応用物理学会 リフレッシュ理科教室

2013   3/9 sat  
14：00～15：00 小学生を対象とした「ロボット相撲大会」を開催します。本学学生が考案した電池で駆動するオリジナル 「ミニロボット

相撲キット」をベースに手づくりしてもらい、みんなで相撲大会を行います。お申し込み方法等は、札幌市青少年科学
館までお願いします。

平成24年度の学位記授与式および卒業祝賀会を上記の日程にて執り行います。

卒業生、修了生、また保護者の皆様のご列席もお待ちしております。

卒業祝賀会では、先生方やご友人とのご歓談をお楽しみください。

●会場 ： 札幌市青少年科学館 3F実験室

札幌市青少年科学館主催 大学生による科学教室

上 旬　夢プロジェクト成果報告会、交流会

中 旬　海外語学研修出発

平成24年度 
学位記授与式（卒業式）・卒業祝賀会

3月18日（月）  13：00～ / 会場 ： ニトリ文化ホール

　同   日　  16：00～ / 会場 ： ロイトン札幌

※写真は昨年の学位記授与式の様子

（旧 北海道厚生年金会館）
・ 学位記授与式（卒業式）
・ 卒業祝賀会

特集

建築学科による
「建築展」開催
～高校生コンペから院生の活躍まで～

HIT Release

苫米地学長が上富良野町で講演

Campus Report

第45回道工大祭
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第9回
北海道工業大学
建築学科
「建築展 」開催

本学建築学科の特色

特 集FEATURE

11月17日～22日、紀伊國屋書店札幌本店にて、北海道工業大学建築学

科「建築展」が開催されました。建築展は一般の方を対象に、平成16年か

ら開催されているイベントで、今年で9回目を数えます。1回目は、建築学科

で学んでいることや、学んだ成果を作品として多くの方に見ていただくた

め、〈教員およびOB〉の作品を展示する展覧会として始まりました。その

後、平成18年からは新たに建築学科の〈在校生〉の作品を展示、さらに平

成22年からは、オープニングトークイベントも開催し始め、徐々に規模を大

きくしていきました。建築展と聞くと一見、専門的で難しそう…という印象を

持たれるかも知れませんが、毎年、たくさんの方にお越しいただいていま

す。開かれたスペースでの展覧会なので気軽に参加しやすく、そのなか

で、まず「建築」という分野に興味を持っていただき、特に“模型展示”に

関しては、直接見る機会がなかなかなく、こういった機会にじっくり見るのも

楽しみ方のひとつ。会場には一般の方や建築に興味のある高校生も来場し

ました。建築展や講演会を通じて、実際の作品に触れる体験や、過去の優

秀作品を見ることで自らの学びの糧にして欲しいと考えています。

建築展初日の11月17日17時から、本学建築

学科・佐藤孝教授による、オープニングトーク

イベントが開催されました。テーマは「街路と広

場のデザイン」。平成24年2月に完成した本学

体育館「HIT ARENA」を始め、本学講義棟

などの設計を手掛けた佐藤教授が考える北の

キャンパスとは？、建築とは？ ―世界的な建築

物のスライドや著名人の名言等も盛り込まれた

興味深い話に、集まった聴衆は熱心に耳を傾

けていました。

本学では、建築に興味を持つ高校生を対象に「建築デザインコンペ」を開催しており、今年も全国の高校から創造力豊かな作品が多

数集まりました。10月20日、本学にて「建築デザインコンペ」の表彰式を開催。表彰式には最優秀賞、2等、3等を受賞した生徒さん

4名をお招きして、審査委員長である中山英之氏（中山英之建築学科設計事務所主宰）から表彰状と副賞が手渡されました。また

「建築展」にて、入選作の展示も行いました。

自然との調和、風土、住環境の快適性や安全

性といった視点に立ち、建物の設計から施工に

必要とされる幅広い知識と技術を身につけま

す。本学科は、実習に重点を置いており「体感

しながら学べる」のが特長。また、寒地建築技

術や建築雪氷工学など、北国ならではの技術も

修得した実践的な建築デザイナーとエンジニアを

育成します。

本学大学院建築工学専攻（修士課程）2年生の柏谷健一さんと山下竜二さんが、
全国規模で開催されているコンペで栄誉ある賞を獲得しました。

「作りたいのは“夢の集合住宅”。」
集合住宅をテーマに研究している時、このコンペを知りました。課題は「縮小する家族と未来の住まい」

で、提案するのは建物でも住宅でも街でも構わない、ただ“何らかの点において支え合う”住まいであるこ

とが条件でした。今回のコンペは、自分の研究テーマと近いものがあり「研究のまとめ」として応募したんで

す。実は道工大を4年で卒業してから一度モデルハウスの模型を作る会社に就職しました。模型づくりは毎

回物件は違うものの、部屋があって、廊下があって、エレベーターがあって…という合理的だけど機械的な

空間ばかりで、「もっと魅力的な住まいを自分で設計したい！」と思い、会社を退職し、母校の修士課程に

進みました。僕がコンペに出した作品は、各戸に“箱庭”のある集合住宅です。外部に特長のある建物の

提案で、例えば箱庭でガーデニングをする、スキー板を手入れするといった日常から近隣との会話・接点

が生まれ、自然と“支え合っている”という企画。僕が建築に興味を持ったのは、小さい頃に見た近所の

新築工事なのですが、木が組合わさって家になる、平面が立体になる、その面白さに惹かれたんですよ

ね。本来、そんなワクワクする家が、投資や道具目的になるのって寂しい。生活の基本となるものだからこ

そ、魅力的であって欲しいし、箱庭もそのアイデアのひとつなんです。いつか自分のなかにある“夢の集合

住宅”を実現したいですね。

柏谷健一 さん
特定非営利活動法人西山三記念すまい・
まちづくり文庫主催　
学生アイディアコンペティション銅賞

作品名「箱庭、新たな『生活単位』」

「自分にしかできないデザインを。」
今回応募したコンペは、震災で感じた想いを忘れることなく

将来に活かすという意図から「個人または1家族が使用す

る避難シェルターをデザインする」が課題でした。この課題

を見た瞬間作品のアイデアが浮かんだんですよね。震災後

は気持ちが沈み、暗い思いになりましたが、でも、建築の

チカラで明るさ・楽しさを伝えられるのでは…そう考えた時

に、楽しいイメージ像として“キャンプ”に着目し、家とテン

トの間を目指したシェルターに思い至りました。イエガタのビ

ニール枠とファスナーが1ユニットで、それを何個も連結させ

ることでシェルターになる…というキャンピングハウスをデザ

インしました。その連結するアイデアが評価されたのではと

思います。僕が建築の道を志したのは、中学生の頃にテレ

ビで見たサグラダ・ファミリアに心から感動したからで、今

も大好きな建築のひとつ。これまで100年以上もの間、い

ろんな人の手が詰まっている作品ですが、何世代にも渡る

仕事ってそうはない。いつか「僕のじいちゃんが作ったん

だ！」なんて孫に自慢してもらえるようなものを作るのが夢。

道工大は、先生のレベルの高さと、学生が多いので切磋

琢磨できるのが良いところ。そういった普段の刺激や積み

重ねが今回の賞につながりましたが、受賞して改めて遊び

心だったり、楽しさだったり、“自分にしかできないもの”へ

のこだわりを再認識しました。

全国規模のコンペで受賞！ 

大学の学びが確かなカタチに。

● 最優秀賞　「一握りの土」　　　　　　　　　　　　　　　 静岡県立科学技術高等学校 建築デザイン科3年      片山瑛斗さん

● 2等　　　 「時と共に流れる家」　　　　　　　　　　　　  北海道札幌工業高等学校 建築科3年 　　　　      齊藤将也さん

● 3等　　　 「ＬＯＧ＋」　　　　　　　　　　　　　　　　   北海道名寄産業高等学校 建築システム科3年 　     管野大樹さん

● 3等　　　 「干渉しあう家 私の好きな音楽が家族の話題へ」　三重県立四日市工業高等学校 建築科3年 　　       廣森悠大さん

《盛況のオープニングトークイベント》

作品名「キャンピングハウス」

建築に興味を持つ高校生を対象に「建築デザインコンペ」を開催

山下竜二 さん
第4回ハーフェレ学生デザイン
コンペティション2012入選

未来の
建築士、
続々。

Topics



Congratulation!

HIT NEWS LETTER    21    HIT NEWS LETTER

第9回
北海道工業大学
建築学科
「建築展 」開催

本学建築学科の特色

特 集FEATURE

11月17日～22日、紀伊國屋書店札幌本店にて、北海道工業大学建築学

科「建築展」が開催されました。建築展は一般の方を対象に、平成16年か

ら開催されているイベントで、今年で9回目を数えます。1回目は、建築学科

で学んでいることや、学んだ成果を作品として多くの方に見ていただくた

め、〈教員およびOB〉の作品を展示する展覧会として始まりました。その

後、平成18年からは新たに建築学科の〈在校生〉の作品を展示、さらに平

成22年からは、オープニングトークイベントも開催し始め、徐々に規模を大

きくしていきました。建築展と聞くと一見、専門的で難しそう…という印象を

持たれるかも知れませんが、毎年、たくさんの方にお越しいただいていま

す。開かれたスペースでの展覧会なので気軽に参加しやすく、そのなか

で、まず「建築」という分野に興味を持っていただき、特に“模型展示”に

関しては、直接見る機会がなかなかなく、こういった機会にじっくり見るのも

楽しみ方のひとつ。会場には一般の方や建築に興味のある高校生も来場し

ました。建築展や講演会を通じて、実際の作品に触れる体験や、過去の優

秀作品を見ることで自らの学びの糧にして欲しいと考えています。

建築展初日の11月17日17時から、本学建築

学科・佐藤孝教授による、オープニングトーク

イベントが開催されました。テーマは「街路と広

場のデザイン」。平成24年2月に完成した本学

体育館「HIT ARENA」を始め、本学講義棟

などの設計を手掛けた佐藤教授が考える北の

キャンパスとは？、建築とは？ ―世界的な建築

物のスライドや著名人の名言等も盛り込まれた

興味深い話に、集まった聴衆は熱心に耳を傾

けていました。

本学では、建築に興味を持つ高校生を対象に「建築デザインコンペ」を開催しており、今年も全国の高校から創造力豊かな作品が多

数集まりました。10月20日、本学にて「建築デザインコンペ」の表彰式を開催。表彰式には最優秀賞、2等、3等を受賞した生徒さん

4名をお招きして、審査委員長である中山英之氏（中山英之建築学科設計事務所主宰）から表彰状と副賞が手渡されました。また

「建築展」にて、入選作の展示も行いました。

自然との調和、風土、住環境の快適性や安全

性といった視点に立ち、建物の設計から施工に

必要とされる幅広い知識と技術を身につけま

す。本学科は、実習に重点を置いており「体感

しながら学べる」のが特長。また、寒地建築技

術や建築雪氷工学など、北国ならではの技術も

修得した実践的な建築デザイナーとエンジニアを

育成します。

本学大学院建築工学専攻（修士課程）2年生の柏谷健一さんと山下竜二さんが、
全国規模で開催されているコンペで栄誉ある賞を獲得しました。

「作りたいのは“夢の集合住宅”。」
集合住宅をテーマに研究している時、このコンペを知りました。課題は「縮小する家族と未来の住まい」

で、提案するのは建物でも住宅でも街でも構わない、ただ“何らかの点において支え合う”住まいであるこ

とが条件でした。今回のコンペは、自分の研究テーマと近いものがあり「研究のまとめ」として応募したんで

す。実は道工大を4年で卒業してから一度モデルハウスの模型を作る会社に就職しました。模型づくりは毎

回物件は違うものの、部屋があって、廊下があって、エレベーターがあって…という合理的だけど機械的な

空間ばかりで、「もっと魅力的な住まいを自分で設計したい！」と思い、会社を退職し、母校の修士課程に

進みました。僕がコンペに出した作品は、各戸に“箱庭”のある集合住宅です。外部に特長のある建物の

提案で、例えば箱庭でガーデニングをする、スキー板を手入れするといった日常から近隣との会話・接点

が生まれ、自然と“支え合っている”という企画。僕が建築に興味を持ったのは、小さい頃に見た近所の

新築工事なのですが、木が組合わさって家になる、平面が立体になる、その面白さに惹かれたんですよ

ね。本来、そんなワクワクする家が、投資や道具目的になるのって寂しい。生活の基本となるものだからこ

そ、魅力的であって欲しいし、箱庭もそのアイデアのひとつなんです。いつか自分のなかにある“夢の集合

住宅”を実現したいですね。

柏谷健一 さん
特定非営利活動法人西山三記念すまい・
まちづくり文庫主催　
学生アイディアコンペティション銅賞

作品名「箱庭、新たな『生活単位』」

「自分にしかできないデザインを。」
今回応募したコンペは、震災で感じた想いを忘れることなく

将来に活かすという意図から「個人または1家族が使用す

る避難シェルターをデザインする」が課題でした。この課題

を見た瞬間作品のアイデアが浮かんだんですよね。震災後

は気持ちが沈み、暗い思いになりましたが、でも、建築の

チカラで明るさ・楽しさを伝えられるのでは…そう考えた時

に、楽しいイメージ像として“キャンプ”に着目し、家とテン

トの間を目指したシェルターに思い至りました。イエガタのビ

ニール枠とファスナーが1ユニットで、それを何個も連結させ

ることでシェルターになる…というキャンピングハウスをデザ

インしました。その連結するアイデアが評価されたのではと

思います。僕が建築の道を志したのは、中学生の頃にテレ

ビで見たサグラダ・ファミリアに心から感動したからで、今

も大好きな建築のひとつ。これまで100年以上もの間、い

ろんな人の手が詰まっている作品ですが、何世代にも渡る

仕事ってそうはない。いつか「僕のじいちゃんが作ったん

だ！」なんて孫に自慢してもらえるようなものを作るのが夢。

道工大は、先生のレベルの高さと、学生が多いので切磋

琢磨できるのが良いところ。そういった普段の刺激や積み

重ねが今回の賞につながりましたが、受賞して改めて遊び

心だったり、楽しさだったり、“自分にしかできないもの”へ

のこだわりを再認識しました。

全国規模のコンペで受賞！ 

大学の学びが確かなカタチに。

● 最優秀賞　「一握りの土」　　　　　　　　　　　　　　　 静岡県立科学技術高等学校 建築デザイン科3年      片山瑛斗さん
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● 3等　　　 「干渉しあう家 私の好きな音楽が家族の話題へ」　三重県立四日市工業高等学校 建築科3年 　　       廣森悠大さん

《盛況のオープニングトークイベント》

作品名「キャンピングハウス」

建築に興味を持つ高校生を対象に「建築デザインコンペ」を開催

山下竜二 さん
第4回ハーフェレ学生デザイン
コンペティション2012入選

未来の
建築士、
続々。
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HIT
北海道工業大学の“今”

がわかる、旬の話題をお
届け！

Release!
「弘前市と本学の連携に関する協定」の
締結式と記念行事を開催。
10月5日、弘前パークホテルにおいて「弘前市と本学の連携に関する

協定」の締結式と、この締結を記念した「北海道工業大学技術移転

セミナー」を開催しました。この協定は、雪氷分野、特に融雪、利雪

の分野において相互に連携・協力し、本学が持つ雪氷工学の研究

成果を、弘前型スマートシティの雪対策等に活かし、地域社会の発展

と人材育成に寄与することを目的としています。セミナーでは本学の先

進研究事例の紹介があり、約160名の参加者は熱心に耳を傾けてい

ました。弘前市と本学では今後、弘前型スマートシティの雪対策や雪

氷分野の学術研究、また、積雪寒冷地における再生可能エネルギー

の利用等に関して共同で研究を行います。

地域交流で開かれた大学へ。
公開講座を開講。
11月28日、北翔大学北方圏学術情報センター「ポ

ルト」において、北翔大学と本学の初の連携企画と

して「超高齢社会に対応する北海道のまちづくり」

と題し講演会を開催し、本学からは建築学科の千

葉隆弘准教授が講師を務めました。また、11月3

日、札幌市曙図書館との合同講演会「住宅と省エ

ネルギー」を開催し、本学建築学科の半澤久教授

が講師を務めました。この講演会は札幌市の図書

館が大学と連携し、学習機会の提供と教育文化の

向上をめざすための連携事業のひとつとして実施さ

れたものです。さらに、10月25日・26日には手稲

区民センターにおいて「北海道工業大学市民公開

講座」を開催しました。

苫米地学長が上富良野町で
講演を行いました。
11月8日、「上富良野町保健福祉総合センターかみん」に

おいて、上富良野町主催による公開講座が実施され、「活

力あるまちづくり講演会＆座談会」をテーマに、本学の苫米

地司学長が講師を務めました。会場には町民35名が集ま

り、苫米地司学長による「まちづくり」に関する提言の後、

参加者同士でこれからのまちづくりについて、議論を行いま

した。また、翌日には上富良野中学校体育館において、「こ

れからの必要とされる人材について」と題し、中学校2年生

の全生徒さん96名を前に、同じく苫米地司学長による職業

講話を開催しました。この講演は、上富良野町と本学で締

結されている、地域連携協定の一環で行われたものです。

11月9日、ホテル札幌ガーデンパレスにおい

て、80企業119名の採用ご担当者をお招きし

「平成24年度北海道工業大学大学説明会」を

開催しました。大学説明会では、最初に本学の

苫米地司学長から、本学の沿革と教育について

紹介しました。続いて、本学寒地環境エネルギー

システム研究所の半澤久教授による講演会を実

施、「寒地環境エネルギーシステム研究所の設

立とその概要」と題し、本年4月に設立した寒地

環境エネルギーシステム研究所について紹介し

ました。続いて会場を移し、企業採用ご担当者

と本学教職員との情報交換会（懇親会）が行わ

れ、盛況のうちに終了しました。

平成24年度北海道工業大学
大学説明会を実施。

新川高校、連携授業で来学。
9月18日、札幌新川高等学校2年生の生徒157名が、本学で体験型

連携授業（高大連携教育）を行いました。高大連携教育は、本学と札

幌新川高等学校との間で締結されている「連携教育に関する覚書」に

基づくもので、本学教員が授業等を行い、工学に対する理解と学習意

欲を高めるとともに、地域の科学技術教育活動の普及に寄与すること

を目的に実施しています。

「You！Gotta！HIT Collection」開催！
12月1日、新体育館「HIT ARENA」

において、高校生を対象とした「You！

Gotta！HIT Collection（夕方ヒット

コレクション）」を開催しました。夕方に

行うイベントとしては、本学初の試

み。当日は、多くの高校生の皆さんに

ご参加いただきました。会場では各学

科の教員と学生が、プロのモデルと

一緒にステージ上で学科紹介パフォー

マンスを行ったり、札幌市内の高校生

チームによるダンスステージ、またプロ

のミュージシャンの演奏などプログラム

も多彩。本学が用意したホットドリンク

やクレープなどを片手に、ステージで

繰り広げられるパフォーマンスを楽しん

でいました。

平成24年度、
父母懇談会を実施しました。

9月15日、旭川・北見・帯広・釧路・函

館・青森の6都市で、また9月22日、本学で

父母懇談会を開催しました。父母懇談会

は、ご子女の学修、生活、就職・進路等に

ついて、教職員と親しく懇談することを主な目

的としています。今年度は466組のご父母が

出席され、どのブースでも熱心に教職員に相

談や質問をされる姿が見られました。

産学連携の一環、
各種ビジネスイベントに出展。
9月27日・28日、東京国際フォーラムで開催された「イノベー

ション・ジャパン2012 ―大学見本市」に、本学建築学科の半

澤久教授が「大学キャンパスのエネルギー見える化と設備運用

の省エネ化」のブースを出展しました。また、11月8日・9日、ア

クセスサッポロで開催された「ビジネスEXPO 北海道｠技術・ビ

ジネス交流会」では、本学の「寒地環境エネルギーシステム研究

所」について紹介しました。

3    HIT NEWS LETTER HIT NEWS LETTER    4

札幌市曙図書館での講演

北翔大学ポルト
での講演



HIT
北海道工業大学の“今”

がわかる、旬の話題をお
届け！

Release!
「弘前市と本学の連携に関する協定」の
締結式と記念行事を開催。
10月5日、弘前パークホテルにおいて「弘前市と本学の連携に関する

協定」の締結式と、この締結を記念した「北海道工業大学技術移転

セミナー」を開催しました。この協定は、雪氷分野、特に融雪、利雪

の分野において相互に連携・協力し、本学が持つ雪氷工学の研究

成果を、弘前型スマートシティの雪対策等に活かし、地域社会の発展

と人材育成に寄与することを目的としています。セミナーでは本学の先

進研究事例の紹介があり、約160名の参加者は熱心に耳を傾けてい

ました。弘前市と本学では今後、弘前型スマートシティの雪対策や雪

氷分野の学術研究、また、積雪寒冷地における再生可能エネルギー

の利用等に関して共同で研究を行います。

地域交流で開かれた大学へ。
公開講座を開講。
11月28日、北翔大学北方圏学術情報センター「ポ

ルト」において、北翔大学と本学の初の連携企画と

して「超高齢社会に対応する北海道のまちづくり」

と題し講演会を開催し、本学からは建築学科の千

葉隆弘准教授が講師を務めました。また、11月3

日、札幌市曙図書館との合同講演会「住宅と省エ

ネルギー」を開催し、本学建築学科の半澤久教授

が講師を務めました。この講演会は札幌市の図書

館が大学と連携し、学習機会の提供と教育文化の

向上をめざすための連携事業のひとつとして実施さ

れたものです。さらに、10月25日・26日には手稲

区民センターにおいて「北海道工業大学市民公開

講座」を開催しました。

苫米地学長が上富良野町で
講演を行いました。
11月8日、「上富良野町保健福祉総合センターかみん」に

おいて、上富良野町主催による公開講座が実施され、「活

力あるまちづくり講演会＆座談会」をテーマに、本学の苫米

地司学長が講師を務めました。会場には町民35名が集ま

り、苫米地司学長による「まちづくり」に関する提言の後、

参加者同士でこれからのまちづくりについて、議論を行いま

した。また、翌日には上富良野中学校体育館において、「こ

れからの必要とされる人材について」と題し、中学校2年生

の全生徒さん96名を前に、同じく苫米地司学長による職業

講話を開催しました。この講演は、上富良野町と本学で締

結されている、地域連携協定の一環で行われたものです。

11月9日、ホテル札幌ガーデンパレスにおい

て、80企業119名の採用ご担当者をお招きし

「平成24年度北海道工業大学大学説明会」を

開催しました。大学説明会では、最初に本学の

苫米地司学長から、本学の沿革と教育について

紹介しました。続いて、本学寒地環境エネルギー

システム研究所の半澤久教授による講演会を実

施、「寒地環境エネルギーシステム研究所の設

立とその概要」と題し、本年4月に設立した寒地

環境エネルギーシステム研究所について紹介し

ました。続いて会場を移し、企業採用ご担当者

と本学教職員との情報交換会（懇親会）が行わ

れ、盛況のうちに終了しました。

平成24年度北海道工業大学
大学説明会を実施。

新川高校、連携授業で来学。
9月18日、札幌新川高等学校2年生の生徒157名が、本学で体験型

連携授業（高大連携教育）を行いました。高大連携教育は、本学と札

幌新川高等学校との間で締結されている「連携教育に関する覚書」に

基づくもので、本学教員が授業等を行い、工学に対する理解と学習意

欲を高めるとともに、地域の科学技術教育活動の普及に寄与すること

を目的に実施しています。

「You！Gotta！HIT Collection」開催！
12月1日、新体育館「HIT ARENA」

において、高校生を対象とした「You！

Gotta！HIT Collection（夕方ヒット

コレクション）」を開催しました。夕方に

行うイベントとしては、本学初の試

み。当日は、多くの高校生の皆さんに

ご参加いただきました。会場では各学

科の教員と学生が、プロのモデルと

一緒にステージ上で学科紹介パフォー

マンスを行ったり、札幌市内の高校生

チームによるダンスステージ、またプロ

のミュージシャンの演奏などプログラム

も多彩。本学が用意したホットドリンク

やクレープなどを片手に、ステージで

繰り広げられるパフォーマンスを楽しん

でいました。

平成24年度、
父母懇談会を実施しました。

9月15日、旭川・北見・帯広・釧路・函

館・青森の6都市で、また9月22日、本学で

父母懇談会を開催しました。父母懇談会

は、ご子女の学修、生活、就職・進路等に

ついて、教職員と親しく懇談することを主な目

的としています。今年度は466組のご父母が

出席され、どのブースでも熱心に教職員に相

談や質問をされる姿が見られました。

産学連携の一環、
各種ビジネスイベントに出展。
9月27日・28日、東京国際フォーラムで開催された「イノベー

ション・ジャパン2012 ―大学見本市」に、本学建築学科の半

澤久教授が「大学キャンパスのエネルギー見える化と設備運用

の省エネ化」のブースを出展しました。また、11月8日・9日、ア

クセスサッポロで開催された「ビジネスEXPO 北海道｠技術・ビ

ジネス交流会」では、本学の「寒地環境エネルギーシステム研究

所」について紹介しました。

3    HIT NEWS LETTER HIT NEWS LETTER    4

札幌市曙図書館での講演

北翔大学ポルト
での講演



HIT NEWS LETTER    65    HIT NEWS LETTER

第45回道工大祭、開催！
9月29日・30日の2日間、大学

祭実行委員会主催による第45

回道工大祭が開催されました。

今年は屋外43団体、屋内27

団体が出展・展示を行い、キャ

ンパス内は祭り一色で活気にあ

ふれました。1日目は晴天に恵ま

れ多くのお客さまが来場し、

「ザ・ビンゴ☆2012」「Quiz & 

Rally」などのイベントや模擬店

で食事などを楽しんでいました。

19時30分からは、恒例の花火

大会が行われ、次々と打ちあが

る花火にお客さまからは歓声が

あがっていました。2日目の午前

中はあいにくの雨模様でした

が、昼過ぎから雨も上がり、多く

のお客さまが来場して｢松本梨

香＆NoBスペシャルLIVE｣や

「じゃんけんファイト！」などのイベ

ントで楽しんでいました。

『ひまわりスナック』発売間近、
地元企業と商品開発中！！
人間社会学科の湯川ゼミのメンバー11名は、「経営学」の授業で学んだことを社会で活かす取り組みをしていま

す。これまで、手稲区内の産学で構成される「ていぬ活用委員会」のメンバーとして、地域のゆるキャラ「ていぬ」

を活用した地域活性化に取り組んできました。今回、手稲工業団地にある豆菓子とナッツの製造加工「ヤマトウ商

事」さんとのコラボが実現し、スナック菓子〈ひまわりスナック（仮称）〉の開発を進めています。現在、パッケージ

デザインの最終企画段階に入っており、近日中に店頭発売を予定しています。ご期待ください！

オウル総合科学大学から帰国。
本学ではフィンランドのオウル総合科学大学と交換留学制度

の協定を締結しており、双方から毎年1～2名ずつ学生の交流

を行っています。今年度は8月後半から90日間の日程で、メ

ディアデザイン学科3年の種市彩花さんと同学科2年の神木友

里さんの2名が赴きました。オウル総合科学大学では語学やプ

ログラミングの勉強をはじめ、フィンランドの文化を知る体験型

の授業等にも参加。種市さんも、神木さんも、海外に渡ったこ

とで「改めて日本の良さを実感」したそう。自身の視野を広げ

る、大変貴重な体験となりました。

学長賞の表彰式が行われました。
9月21日、本学会議室において、学長賞の表彰式が行われまし

た。学長賞は、学術的にすぐれた業績を挙げた者または団体お

よび、課外活動で優秀な成果を収めた者または団体を表彰する

制度です。受賞された皆さん、おめでとうございます。

公開講座「まちなかトークセッション」。
9月22日、紀伊國屋書店札幌本店1階イン

ナーガーデンにおいて、本学人間社会学科主

催による今年度2回目のトークセッション「就職

大航海時代の羅針盤」が開催され、杉谷大

輔さん、村山理翔さん、難波勇季さん（いずれ

も同学科2年生）が登壇しました。トークセッ

ションでは雇用情勢について解説、パネリスト

からの基調スピーチ後、聴衆とのディスカッショ

ンを実施。充実した90分となりました。

第1回新幹線駅
まちづくりワークショップに、
道南出身の本学学生が参加。
10月31日、倶知安町役場で開催された

「第1回新幹線駅まちづくりワークショッ

プ」に、本学人間社会学科の清水達仁

さん（蘭越町出身）、中島拓也さん（余

市町出身）、難波勇季さん（京極町出

身）の3名が参加しました。このワーク

ショップは、北海道新幹線の開通に伴う

町のあり方を町民と共に探り「新幹線駅

まちづくり構想」策定へとつなげることを

目的に開催されたものです。

空手道部が第45回北海道
学生空手道選手権大会および
全国大会予選団体戦で優勝！
9月15日、本学新体育館HIT ARENAで行わ

れた「第45回北海道学生空手道選手権大会

（団体戦）および全国大会予選団体戦」の男

子団体組手において、本学空手道部が見事

優勝を果たし、11月18日に日本武道館で行わ

れる全国大会へ進出しました。

「手づくりCMコンクール」表彰式を実施。
10月23日、本学合同講義室において、平成24年度手づくりCMコン

クールの表彰式が行われました。このコンクールは本学に在籍する学生

（個人または団体）を対象に、本学および各学科の魅力をアピールする

15秒または30秒のCM作品を募集するもので、学長賞（1作品）、

HiT賞（2作品）、佳作（1作品）がそれぞれ選出されました。優秀作品

は本学ホームページでご覧いただけます。

★学長賞　
タイトル／道工大に「いいね！」
制作者／
屋代 悠貴さん（情報フロンティア工学科）
齋藤 陽介さん（機械システム工学科）
谷口 孝樹さん（情報フロンティア工学科）
坂田 侑さん　 （メディアデザイン学科）
福本 匠吾さん（情報フロンティア工学科）

★学長賞受賞者
◎団体
　基礎スキー部／
　第39回全国学生岩岳スキー大会 
　基礎スキーの部 男子団体演技 第1位

◎個人
　修士課程 電気工学専攻 桑野孝光さん／
　筆頭著者の論文が観光情報学会誌に掲載

部活動の
大会出場記録
※一部抜粋

［ハンドボール部］
●第44回北海道学生ハンドボール秋季リーグ戦（10月4日～ 7日）
　男子2部リーグ5位

［模型部］
●北海道モデラーズエキシビジョン出展（8月18日・19日）

［空手道部］
●第48回和道会全国空手道競技大会（8月18日・19日）
　組手個人戦一般男子有級の部準優勝　 齋藤 省悟さん（医療福祉工学科）
　組手個人戦一般男子有級の部3位　 大江 康貴さん（都市環境学科）
　組手団体戦大学生男子の部3位
●第45回北海道学生空手道選手権大会（団体戦）
　及び全国大会予選団体戦（9月15日）
　男子団体組手優勝
●第43回北海道学生空手道選手権大会新人戦（10月27日）
　男子個人組手4位　齋藤 省悟さん（医療福祉工学科）
　男子団体組手3位
●第46回和道会北海道空手道競技大会（11月3日）
　一般大学団体組手準優勝
●第56回全日本大学空手道選手権大会出場（11月18日）

［弓道部］
●第60回全日本学生弓道選手権大会
　および第43回全日本学生弓道遠的選手権大会出場（8月14日～ 16日）
●第58回全道学生弓道男子争覇戦（10月20日・21日）
　1部リーグ4位
●第58回全道学生弓道争覇戦（女子の部）（10月27日・28日）
　3部リーグ2位

［柔道部］
●第24回北海道学生柔道体重別選手権大会（9月1日）
　女子70kg級3位　小山田 広美さん（医療福祉工学科）

［アーチェリー部］
●第43回北海道学生アーチェリー個人選手権大会（8月11日・12日）
　RC男子5位　古寺 克敏さん（義肢装具学科）
　RC男子7位　赤井 寿徳さん（医療福祉工学科）

［卓球部］
●第79回全日本大学総合卓球選手権大会（個人の部）
　北海道予選（8月29日・30日）
　男子ダブルス3位　中島 亮介さん（建築学科）
　　　　　　　　　沼 亮太朗さん（メディアデザイン学科）
●第79回全日本大学総合卓球選手権大会（個人の部）出場（10月25日～ 28日）

［自動車部］
●HiT Good Run Summer｠2012（8月12日）
　現役クラス4位　永森 大揮さん（建築学科）
　現役クラス5位　江口 諒さん（機械システム工学科）
　現役クラス7位　湯浅 貴文さん（機械システム工学科）
●SATURDAY NIGHT｠GYMKHANA出場（8月18日）
●ASPテクニカルジムカーナ2012 第2戦（9月9日）
　NRクラス2位　湯浅 貴文さん（機械システム工学科）
　R2クラス5位　永森 大揮さん（建築学科）
　R2クラス6位　江口 諒さん（機械システム工学科）
　R2クラス7位　浅野 晴海さん（機械システム工学科）
　R4クラス5位　吉原 友貴さん（建築学科）
●SUPER SLALOM IN 千歳｠ROUND6（9月23日）
　道学連クラス2位　伊藤 大将さん（医療福祉工学科）
　道学連クラス3位　永森 大揮さん（建築学科）
　道学連クラス4位　湯浅 貴文さん（機械システム工学科）

［ロボット製作部］
●第12回ロボット・トライアスロン
　札幌大会2012（学生対抗ロボコン）出場（9月17日）

種市彩花さん 神木友里さん

［バレーボール部］
●平成24年度北海道大学男・女バレーボール
　選抜優勝大会（9月28日～ 30日）
　ベスト8
●第39回原崎杯北海道大学男・女バレーボールリーグ
　秋季大会（10月26日～ 28日）
　3部リーグ3位

［硬式テニス部］
●平成24年度北海道学生テニス新進戦（8月13日～25日）
　男子シングルスベスト8　中田 慶吾さん（建築学科）
●平成24年度北海道学生テニス選手権大会 兼
　全日本学生室内テニス選手権大会 北海道地区予選 （9月11日～16日）
　男子ダブルス3位　細井 健二さん（機械システム工学科）・中田 慶吾さん（建築学科）
　男子ダブルスベスト8　川口 拓郎さん（都市環境学科）・澤出 涼さん（医療福祉工学科）

［美術部］
●第1回道工大美術部展主催・出展（12月18日～ 24日）

［ライフル射撃部］
●平成24年度夏季北海道学生ライフル射撃選手権大会（9月1日・2日）
　ARS60M1位　瀧澤 俊介さん（建築学科）
　ARS60M4位　成田 章平さん（人間社会学科）
　BRS60MW1位　那須 葵さん（義肢装具学科）
　BRS60MW2位　菊地 謙吾さん（機械システム工学科）
　BRS60MW4位　佐藤 瑛祐さん（電気デジタルシステム工学科）
　BRS60MW7位　堀 恭祐さん（医療福祉工学科）
　ARS60M団体1位
●平成24年度秋季記録会（10月13日）
　ARS60MW3位　成田 章平さん（人間社会学科）
　BRS40MW2位　生田目 督也さん（情報フロンティア工学科）
　BRS40MW3位　佐藤 瑛祐さん（電気デジタルシステム工学科）
　BRS40MW6位　菊地 謙吾さん（機械システム工学科）
　ARS60MW団体3位
●平成24年度幹事長杯争奪新人戦・引退戦・最終戦（11月10日・11日）
　S60Final新人戦1位　田村 昂大さん（メディアデザイン学科）
　S60Final最終戦4位　成田 章平さん（人間社会学科）
　ARS60最終戦2位　瀧澤 俊介さん（建築学科）
　BRS60最終戦1位　佐藤 瑛祐さん（電気デジタルシステム工学科）
　BRS60最終戦2位　菊地 謙吾さん（機械システム工学科）
　BRS60最終戦6位　植田 航平さん（情報フロンティア工学科）
　BRS60最終戦8位　生田目 督也さん（情報フロンティア工学科）
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第45回道工大祭、開催！
9月29日・30日の2日間、大学

祭実行委員会主催による第45

回道工大祭が開催されました。

今年は屋外43団体、屋内27

団体が出展・展示を行い、キャ

ンパス内は祭り一色で活気にあ

ふれました。1日目は晴天に恵ま

れ多くのお客さまが来場し、

「ザ・ビンゴ☆2012」「Quiz & 

Rally」などのイベントや模擬店

で食事などを楽しんでいました。

19時30分からは、恒例の花火

大会が行われ、次々と打ちあが

る花火にお客さまからは歓声が

あがっていました。2日目の午前

中はあいにくの雨模様でした

が、昼過ぎから雨も上がり、多く

のお客さまが来場して｢松本梨

香＆NoBスペシャルLIVE｣や

「じゃんけんファイト！」などのイベ

ントで楽しんでいました。

『ひまわりスナック』発売間近、
地元企業と商品開発中！！
人間社会学科の湯川ゼミのメンバー11名は、「経営学」の授業で学んだことを社会で活かす取り組みをしていま

す。これまで、手稲区内の産学で構成される「ていぬ活用委員会」のメンバーとして、地域のゆるキャラ「ていぬ」

を活用した地域活性化に取り組んできました。今回、手稲工業団地にある豆菓子とナッツの製造加工「ヤマトウ商

事」さんとのコラボが実現し、スナック菓子〈ひまわりスナック（仮称）〉の開発を進めています。現在、パッケージ

デザインの最終企画段階に入っており、近日中に店頭発売を予定しています。ご期待ください！

オウル総合科学大学から帰国。
本学ではフィンランドのオウル総合科学大学と交換留学制度

の協定を締結しており、双方から毎年1～2名ずつ学生の交流

を行っています。今年度は8月後半から90日間の日程で、メ

ディアデザイン学科3年の種市彩花さんと同学科2年の神木友

里さんの2名が赴きました。オウル総合科学大学では語学やプ

ログラミングの勉強をはじめ、フィンランドの文化を知る体験型

の授業等にも参加。種市さんも、神木さんも、海外に渡ったこ

とで「改めて日本の良さを実感」したそう。自身の視野を広げ

る、大変貴重な体験となりました。

学長賞の表彰式が行われました。
9月21日、本学会議室において、学長賞の表彰式が行われまし

た。学長賞は、学術的にすぐれた業績を挙げた者または団体お

よび、課外活動で優秀な成果を収めた者または団体を表彰する

制度です。受賞された皆さん、おめでとうございます。

公開講座「まちなかトークセッション」。
9月22日、紀伊國屋書店札幌本店1階イン

ナーガーデンにおいて、本学人間社会学科主

催による今年度2回目のトークセッション「就職

大航海時代の羅針盤」が開催され、杉谷大

輔さん、村山理翔さん、難波勇季さん（いずれ

も同学科2年生）が登壇しました。トークセッ

ションでは雇用情勢について解説、パネリスト

からの基調スピーチ後、聴衆とのディスカッショ

ンを実施。充実した90分となりました。

第1回新幹線駅
まちづくりワークショップに、
道南出身の本学学生が参加。
10月31日、倶知安町役場で開催された

「第1回新幹線駅まちづくりワークショッ

プ」に、本学人間社会学科の清水達仁

さん（蘭越町出身）、中島拓也さん（余

市町出身）、難波勇季さん（京極町出

身）の3名が参加しました。このワーク

ショップは、北海道新幹線の開通に伴う

町のあり方を町民と共に探り「新幹線駅

まちづくり構想」策定へとつなげることを

目的に開催されたものです。

空手道部が第45回北海道
学生空手道選手権大会および
全国大会予選団体戦で優勝！
9月15日、本学新体育館HIT ARENAで行わ

れた「第45回北海道学生空手道選手権大会

（団体戦）および全国大会予選団体戦」の男

子団体組手において、本学空手道部が見事

優勝を果たし、11月18日に日本武道館で行わ

れる全国大会へ進出しました。

「手づくりCMコンクール」表彰式を実施。
10月23日、本学合同講義室において、平成24年度手づくりCMコン

クールの表彰式が行われました。このコンクールは本学に在籍する学生

（個人または団体）を対象に、本学および各学科の魅力をアピールする

15秒または30秒のCM作品を募集するもので、学長賞（1作品）、

HiT賞（2作品）、佳作（1作品）がそれぞれ選出されました。優秀作品

は本学ホームページでご覧いただけます。

★学長賞　
タイトル／道工大に「いいね！」
制作者／
屋代 悠貴さん（情報フロンティア工学科）
齋藤 陽介さん（機械システム工学科）
谷口 孝樹さん（情報フロンティア工学科）
坂田 侑さん　 （メディアデザイン学科）
福本 匠吾さん（情報フロンティア工学科）

★学長賞受賞者
◎団体
　基礎スキー部／
　第39回全国学生岩岳スキー大会 
　基礎スキーの部 男子団体演技 第1位

◎個人
　修士課程 電気工学専攻 桑野孝光さん／
　筆頭著者の論文が観光情報学会誌に掲載

部活動の
大会出場記録
※一部抜粋

［ハンドボール部］
●第44回北海道学生ハンドボール秋季リーグ戦（10月4日～ 7日）
　男子2部リーグ5位

［模型部］
●北海道モデラーズエキシビジョン出展（8月18日・19日）

［空手道部］
●第48回和道会全国空手道競技大会（8月18日・19日）
　組手個人戦一般男子有級の部準優勝　 齋藤 省悟さん（医療福祉工学科）
　組手個人戦一般男子有級の部3位　 大江 康貴さん（都市環境学科）
　組手団体戦大学生男子の部3位
●第45回北海道学生空手道選手権大会（団体戦）
　及び全国大会予選団体戦（9月15日）
　男子団体組手優勝
●第43回北海道学生空手道選手権大会新人戦（10月27日）
　男子個人組手4位　齋藤 省悟さん（医療福祉工学科）
　男子団体組手3位
●第46回和道会北海道空手道競技大会（11月3日）
　一般大学団体組手準優勝
●第56回全日本大学空手道選手権大会出場（11月18日）

［弓道部］
●第60回全日本学生弓道選手権大会
　および第43回全日本学生弓道遠的選手権大会出場（8月14日～ 16日）
●第58回全道学生弓道男子争覇戦（10月20日・21日）
　1部リーグ4位
●第58回全道学生弓道争覇戦（女子の部）（10月27日・28日）
　3部リーグ2位

［柔道部］
●第24回北海道学生柔道体重別選手権大会（9月1日）
　女子70kg級3位　小山田 広美さん（医療福祉工学科）

［アーチェリー部］
●第43回北海道学生アーチェリー個人選手権大会（8月11日・12日）
　RC男子5位　古寺 克敏さん（義肢装具学科）
　RC男子7位　赤井 寿徳さん（医療福祉工学科）

［卓球部］
●第79回全日本大学総合卓球選手権大会（個人の部）
　北海道予選（8月29日・30日）
　男子ダブルス3位　中島 亮介さん（建築学科）
　　　　　　　　　沼 亮太朗さん（メディアデザイン学科）
●第79回全日本大学総合卓球選手権大会（個人の部）出場（10月25日～ 28日）

［自動車部］
●HiT Good Run Summer｠2012（8月12日）
　現役クラス4位　永森 大揮さん（建築学科）
　現役クラス5位　江口 諒さん（機械システム工学科）
　現役クラス7位　湯浅 貴文さん（機械システム工学科）
●SATURDAY NIGHT｠GYMKHANA出場（8月18日）
●ASPテクニカルジムカーナ2012 第2戦（9月9日）
　NRクラス2位　湯浅 貴文さん（機械システム工学科）
　R2クラス5位　永森 大揮さん（建築学科）
　R2クラス6位　江口 諒さん（機械システム工学科）
　R2クラス7位　浅野 晴海さん（機械システム工学科）
　R4クラス5位　吉原 友貴さん（建築学科）
●SUPER SLALOM IN 千歳｠ROUND6（9月23日）
　道学連クラス2位　伊藤 大将さん（医療福祉工学科）
　道学連クラス3位　永森 大揮さん（建築学科）
　道学連クラス4位　湯浅 貴文さん（機械システム工学科）

［ロボット製作部］
●第12回ロボット・トライアスロン
　札幌大会2012（学生対抗ロボコン）出場（9月17日）

種市彩花さん 神木友里さん

［バレーボール部］
●平成24年度北海道大学男・女バレーボール
　選抜優勝大会（9月28日～ 30日）
　ベスト8
●第39回原崎杯北海道大学男・女バレーボールリーグ
　秋季大会（10月26日～ 28日）
　3部リーグ3位

［硬式テニス部］
●平成24年度北海道学生テニス新進戦（8月13日～25日）
　男子シングルスベスト8　中田 慶吾さん（建築学科）
●平成24年度北海道学生テニス選手権大会 兼
　全日本学生室内テニス選手権大会 北海道地区予選 （9月11日～16日）
　男子ダブルス3位　細井 健二さん（機械システム工学科）・中田 慶吾さん（建築学科）
　男子ダブルスベスト8　川口 拓郎さん（都市環境学科）・澤出 涼さん（医療福祉工学科）

［美術部］
●第1回道工大美術部展主催・出展（12月18日～ 24日）

［ライフル射撃部］
●平成24年度夏季北海道学生ライフル射撃選手権大会（9月1日・2日）
　ARS60M1位　瀧澤 俊介さん（建築学科）
　ARS60M4位　成田 章平さん（人間社会学科）
　BRS60MW1位　那須 葵さん（義肢装具学科）
　BRS60MW2位　菊地 謙吾さん（機械システム工学科）
　BRS60MW4位　佐藤 瑛祐さん（電気デジタルシステム工学科）
　BRS60MW7位　堀 恭祐さん（医療福祉工学科）
　ARS60M団体1位
●平成24年度秋季記録会（10月13日）
　ARS60MW3位　成田 章平さん（人間社会学科）
　BRS40MW2位　生田目 督也さん（情報フロンティア工学科）
　BRS40MW3位　佐藤 瑛祐さん（電気デジタルシステム工学科）
　BRS40MW6位　菊地 謙吾さん（機械システム工学科）
　ARS60MW団体3位
●平成24年度幹事長杯争奪新人戦・引退戦・最終戦（11月10日・11日）
　S60Final新人戦1位　田村 昂大さん（メディアデザイン学科）
　S60Final最終戦4位　成田 章平さん（人間社会学科）
　ARS60最終戦2位　瀧澤 俊介さん（建築学科）
　BRS60最終戦1位　佐藤 瑛祐さん（電気デジタルシステム工学科）
　BRS60最終戦2位　菊地 謙吾さん（機械システム工学科）
　BRS60最終戦6位　植田 航平さん（情報フロンティア工学科）
　BRS60最終戦8位　生田目 督也さん（情報フロンティア工学科）
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HIT SCHEDULE CALENDAR 2012-2013

HIT EVENT INFORMATION

02  february 

春季休業開始、一般入試［前期］・センター試験入試［前期］（～2日）

一般入試［中期］
大学院修士課程入試［後期（一般）］・大学院博士課程入試（一般）
大学院修士課程入試［後期（社会人）］・大学院博士課程入試（社会人）

01

17
19
20

□金

□日
□火
□水

03  march

一般入試［後期］・センター試験入試［後期］・公募推薦入試［後期］
学位記授与式、卒業祝賀会
第4回オープンキャンパス

11
18
23

□月
□月
□土

2013

2012 2013

2013

12  december

協学会総会、体育局総会
クラブリーダーズ交流会
奨学生選抜入試
冬季休業前終講
AO入試［後期］、公募推薦入試［中期］
冬季休業開始（～1月4日）

03
06
09
21
22
25

□日
□金

□月
□木

□土
□火

01  january

冬季休業終了
冬季休業明け始講
大学入試センター試験（～20日）
後期終講

04
07
19
24

□金
□月
□土
□木

2012  12/23 sun
午前の部 10：00～   午後の部 13：30～ 小学3年生～6年生を対象に「応用物理学会 リフレッシュ理科教室」を開催します。当日は本学電気デジタルシステム

工学科の木村尚仁教授が講師を務め、「くるくる踊るリモコンカー」をみんなで製作します。製作前には、モーターの原
理を模型等を使いわかりやすく解説。ものつくりの楽しさを体験してもらう企画です。

●会場 ： 北海道工業大学

応用物理学会 リフレッシュ理科教室

2013   3/9 sat  
14：00～15：00 小学生を対象とした「ロボット相撲大会」を開催します。本学学生が考案した電池で駆動するオリジナル 「ミニロボット

相撲キット」をベースに手づくりしてもらい、みんなで相撲大会を行います。お申し込み方法等は、札幌市青少年科学
館までお願いします。

平成24年度の学位記授与式および卒業祝賀会を上記の日程にて執り行います。

卒業生、修了生、また保護者の皆様のご列席もお待ちしております。

卒業祝賀会では、先生方やご友人とのご歓談をお楽しみください。

●会場 ： 札幌市青少年科学館 3F実験室

札幌市青少年科学館主催 大学生による科学教室

上 旬　夢プロジェクト成果報告会、交流会

中 旬　海外語学研修出発

平成24年度 
学位記授与式（卒業式）・卒業祝賀会

3月18日（月）  13：00～ / 会場 ： ニトリ文化ホール

　同   日　  16：00～ / 会場 ： ロイトン札幌

※写真は昨年の学位記授与式の様子

（旧 北海道厚生年金会館）
・ 学位記授与式（卒業式）
・ 卒業祝賀会

特集

建築学科による
「建築展」開催
～高校生コンペから院生の活躍まで～

HIT Release

苫米地学長が上富良野町で講演

Campus Report

第45回道工大祭

人間社会学科
未
来
デ
ザ
イ
ン
学
部

空
間
創
造
学
部

医
療
工
学
部

創
生
工
学
部

メディアデザイン学科

機械システム工学科

電気デジタルシステム工学科

情報フロンティア工学科

建築学科

都市環境学科

医療福祉工学科

義肢装具学科
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